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地　　　区避難場所

東町・仲町・西町・窪中島・四日市場石和南小　校舎・体育館1

川中島（荒屋地区）・下平井・上平井・中川石和東小　校舎・体育館2

川中島（荒屋地区を除く）・八田・山崎・松本・駅前・山岸石和北小　校舎・体育館3

東高橋・今井・河内・砂原・井戸・東油川・恵比寿富士見小　校舎・体育館4

唐柏石和西小　校舎・体育館5

広瀬・向田石和中　校舎・体育館6

日の出・小石和スコレーセンター7

二之宮・夏目原・金川原・井之上・下井之上御坂西小　校舎・体育館8

八千蔵・栗合御坂福祉センター9

尾山・下野原・蕎麦塚・竹居・大野寺・二階御坂中　校舎・体育館10

藤野木・新田・立沢・戸倉・十郎・新上宿・坂野・道場・駒留・若宮・八反田・下黒駒御坂東小　校舎・体育館11

成田・下成田・国衙みさかの湯12

小城・北都塚・一ノ宮・末木・本都塚・金田一宮中　校舎・体育館13

竹原田竹原田公民館14

市之蔵市之蔵公民館15

下矢作・東原・国分・坪井・田中一宮西小　校舎・体育館16

新巻・塩田・神沢・東新居・狐新居・金沢・土塚・石・地蔵堂・千米寺一宮南小　校舎・体育館17

中尾・南野呂・北野呂・上矢作一宮北小　校舎・体育館18

増田八代総合会館19

南・北若彦路ふれあいスポーツ館�体育館20

岡・永井・米倉浅川中　校舎・体育館21

高家・竹居・奈良原八代小　校舎・体育館22

石橋・三椚・大坪・境境川スポーツセンター体育館23

原境川防災センター24

大黒坂・小黒坂・小山・前間田境川小　校舎・体育館25

大窪大窪公民館26

藤垈藤垈公民館27

間門間門公民館28

上寺尾・中寺尾上寺尾公民館29

熊野堂下・熊野堂上・下岩下上・下岩下下・別田・桑戸北・桑戸西・桑戸中・桑戸東春日居小　校舎・体育館30

国府・鎮目上・鎮目中・鎮目下春日居中　校舎・体育館31

徳条かすがい西保育所32

枝郷・寺本・加茂春日居福祉保健センター33

小松春日居福祉会館34

上芦川・新井原・中芦川・鶯宿芦川小　校舎35

日頃からの備えが大切です

　
災
害
で
電
話
が
通
じ
な
く
な
っ
た
時

の
た
め
に
、
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
」
や
「
災
害
用
伝
言
板
」
を
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１

　
電
話
会
社
が
提
供
す
る
声
の
伝
言

板
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
地
震
な

ど
の
災
害
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
の
通
信
が
増
加
し
、
つ
な
が
り
に

く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
に
提
供
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

■
災
害
用
伝
言
板

　
携
帯
電
話
会
社
が
提
供
す
る
災
害

用
伝
言
板
に
伝
言
を
登
録
・
閲
覧
し
、

安
否
確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
で
す
。
被
災
者
が
自
分
の
安
否
情

報
を
書
き
込
ん
だ
り
、
被
災
者
の
知

人
な
ど
が
被
災
者
の
書
き
込
み
内
容

を
検
索
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

消火器の使い方の訓練

　
最
近
は
、
東
北
地
方
で
大
き
な
地
震
が

起
こ
る
な
ど
、
防
災
の
重
要
性
が
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
日
頃
か
ら

災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
用
品
を
備
え
ま
し
ょ
う

　
災
害
に
備
え
る
非
常
用
品
は
、
緊
急

避
難
の
時
に
持
っ
て
逃
げ
る
「
非
常
持

出
品
」
と
災
害
後
の
生
活
を
支
え
る
「
非

常
備
蓄
品
」
に
分
け
て
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
非
常
持
出
品

　
飲
料
水
、
非
常
用
食
品
、
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
予
備
電
池
、
救
急
セ
ッ
ト
、

衣
類
、
常
備
薬
な
ど

　
こ
れ
ら
を
用
意
し
て
、
玄
関
や
寝
室

な
ど
持
ち
出
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
置
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　○
非
常
備
蓄
品

　
最
低
３
日
分
の
食
料
と
飲
料
水
を
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
１
年
に
１
回
、

定
期
的
な
入
れ
か
え
や
補
充
も
大
切
で
す
。

　
水
は
１
人
当
た
り
１
日
３
リ
ッ
ト
ル

が
目
安
で
す
。
食
料
は
調
理
の
手
間
が

な
く
、
保
存
で
き
る
も
の
を
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

■
家
具
の
転
倒
防
止

　
地
震
の
と
き
、
家
具
は
凶
器
に
も
な

り
ま
す
。
屋
内
で
の
負
傷
の
原
因
で
多

い
の
が
、
家
具
の
転
倒
に
よ
る
も
の
で
す
。

転
倒
防
止
の
た
め
、
家
具
の
固
定
を
日

頃
か
ら
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
寝
室
、
子
供
や
お
年
寄
り
の
い
る
部

屋
に
は
家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
避
難
や
災
害
時
の
連
絡
方
法
を
確
認

　
平
日
の
被
災
で
は
、
家
族
が
一
緒
に

い
る
ケ
ー
ス
は
ま
れ
で
す
。
家
族
が
別
々

の
場
所
で
被
災
し
た
時
、
ど
こ
で
落
ち

合
う
か
、
避
難
場
所
は
ど
こ
か
、
安
否

の
確
認
を
ど
う
す
る
か
な
ど
を
普
段
か

ら
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
非
常
事
態
で
は
、
気
が
動
転
し
て
正

常
に
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
避
難
場

所
は
ど
こ
か
、
道
順
は
ど
う
す
る
か
な

ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
り
ま
し
ょ
う

　
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
役
所

や
消
防
署
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
だ
け

で
被
災
し
た
人
々
を
す
べ
て
救
出
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
な
ど
を
い

ち
早
く
助
け
出
せ
る
の
は
、
隣
近
所
の
人
々

で
す
。
地
区
（
自
主
防
災
組
織
）
に
お

け
る
各
自
の
役
割
を
確
認
し
、
い
ざ
と

い
う
時
に
組
織
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
時
、
周
り
の
人
の
助
け
が

必
要
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。
お
年
寄
り
、

体
の
不
自
由
な
方
、
妊
婦
さ
ん
、
乳
幼
児
、

外
国
人
な
ど
で
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
ど
う
す
る
の
か
、
普

段
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１
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地震の種類

東海地震

南関東直下プレート境界地震

釜無川断層地震

藤の木愛川断層地震

曽根丘陵断層地震

糸魚川�－�静岡構造線地震

全　壊 半　壊 死者数

6,912 30,928 371

1,763 14,949 101

50,804 56,664 2,425

38,169 56,370 1,828

16,888 33,505 809

15,288 39,350 733

　　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死
亡
者
（
約
６
４
０
０
人
）
の
約
８
割
が
住
宅
の
倒
壊
な
ど

で
圧
死
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
改
修
の
昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅
は
、
震
度
７
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
最

大
値
）
の
地
震
に
対
し
て
、
全
壊
率
は
９
割
前
後
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
地
震
防
災
計
画
に
よ
る
と
、
こ
れ
か
ら
先
、
本
県
で
想
定
さ
れ
る
地
震
の
種
類
・

被
害
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、

２
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工
法
で
建

築
さ
れ
た
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

（
対
象
と
な
る
住
宅
に
は
要
件
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
申
し
込
み
件
数
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　　　
耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
１
・

０
未
満
と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅
（
自

己
用
）
に
つ
い
て
、
耐
震
改
修
工
事
を

行
う
場
合
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
対
象
住
宅

笛
吹
市
の
耐
震
診
断
や
山
梨
県
木
造
住

宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て

行
う
耐
震
診
断
な
ど
を
受
け
た
個
人
住

宅
（
自
己
用
）
で
、
一
定
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
も
の
。

○
対
象
と
な
る
工
事

上
記
住
宅
の
耐
震
性
が
総
合
評
点
１
・

０
以
上
と
な
る
よ
う
な
耐
震
改
修
工
事

が
対
象
で
す
。

○
補
助
金
の
額

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
２
分

の
１
以
内
か
つ
60
万
円
が
上
限
と
な
り

ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
計
画
指
導
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
４

　
　

　
市
消
防
本
部
で
は
、
市
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
に
、
現
在
４
台
の
救
急
車

が
24
時
間
出
場
で
き
る
態
勢
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
最
近
の
救
急
出
場
で
は
、
軽
い
ケ
ガ
な
ど

緊
急
性
の
な
い
も
の
に
よ
る
安
易
な
１
１
９

番
通
報
に
よ
る
出
動
が
増
加
し
て
い
て
、
救

急
車
で
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
の
う
ち
、
軽
症

者
が
全
体
の
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
は
本
来
、
「
命
に
か
か
わ
る
よ
う

な
病
気
や
ケ
ガ
の
人
」
で
、
緊
急
に
病
院
に

搬
送
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傷
病
者
の
た

め
の
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急

車
を
要
請
す
る
と
、
本
当
に
救
急
車
を
必

要
と
し
て
い
る
「
命
の
危
険
が
あ
る
重
症

患
者
」
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　
緊
急
性
の
な
い
病
気
や
ケ
ガ
の
場
合
は
、

自
家
用
車
か
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
夜
間
・
祝
日
の
救
急
病
院
の
問
い
合
わ
せ

は
市
消
防
本
部
へ

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）０
１
１
９

　
あ
な
た
の
大
切
な
人
が
目
の
前
で
突
然
倒

れ
、
意
識
が
な
く
呼
吸
も
し
て
い
な
い
時
、

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。
何
も
し
な
い
で

た
だ
救
急
車
の
到
着
を
待
ち
ま
す
か
。
そ
れ

と
も
、
大
切
な
人
の
た
め
に
心
肺
蘇
生
法
を

行
い
ま
す
か
。

①
額
に
手
を
当
て
、
肩
を
た
た
き
な
が
ら
耳

元
で
呼
び
か
け
る
。

②
反
応
が
な
け
れ
ば
意
識
が
な
い
の
で
、
助

け
を
呼
ぶ
。
（
１
１
９
番
通
報
を
依
頼
）

③
片
手
を
額
に
片
手
で
あ
ご
先
に
当
て
、
頭

を
後
ろ
に
の
け
ぞ
ら
し
気
道
の
確
保
を

す
る
。

①
自
分
の
ほ
お
を
相
手
の
口
、
鼻
に
近
づ
け

る
。

②
胸
や
腹
部
の
動
き
が
な
く
、
呼
吸
音
も
聞

こ
え
ず
吐
く
息
も
感
じ
な
い
場
合
は
、

呼
吸
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
気
道
を
確
保
し
た
状
態
で
空
気
が
も
れ
な

い
よ
う
に
し
、
空
気
を
２
回
吹
き
込
み
、

胸
骨
圧
迫
30
回
を
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
続
け
る
。

※
心
肺
蘇
生
法
の
指
導

消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
の
指
導
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
含
む
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
講

を
希
望
す
る
方
は
消
防
署
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
笛
吹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
「
心

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
手
順
」
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
消
防
署
　
救
急
通
信
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）０
１
１
９

急���病� 812� 752� 227� 223� 210� 193� 150� 134� 73� 63� 164� 157� 23� 13�

交���通� 206� 234� 77� 92� 62� 65� 36� 38� 10� 12� 23� 20� 3� 2�

一���般� 195� 188� 67� 67� 52� 51� 45� 40� 16� 16� 30� 30� 10� 7�

その他� 234� 217� 39� 35� 55� 50� 10� 6� 32� 28� 30� 25� 1� 1�

合���計� 1,447�1,391� 410� 417� 379� 359� 241� 218� 131� 119� 247� 232� 37� 23�

地区 笛吹市

�石��和� �御��坂� �一��宮� �八��代� �境��川� �春日居� �芦��川

種別 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員

南関東直下
　プレート境界

糸魚川－静岡構造線

釜無川断層

東海地震

曽根丘陵断層
藤の木愛川断層

M９

M７

M１４

M＝モデル地区
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山梨岡神社舞子� （春日居）�文化財の継承存続（衣装の老朽化に伴う装束の作成事業）

� 350,000� （助成2年目）

石和町東油川区� （石和）�地区文化祭（地区文化祭を近隣区に公開し、新しい地域フレーム作りへの取り組み）

� 100,000� （助成2年目）

石和体協　野球塾� （石和）�野球指導による青少年育成（少年の非行化防止に向けた取り組み）

� 258,000� （助成2年目）

下黒駒朝市遊歩道推進会� （御坂）�地域資源の整備による地域活性化（河川沿岸道路の整備、清掃による遊歩道整備）

� 91,499� 地域を見直し、河川管理道路を資源として地域活性につなげる。

学びの広場ふえふき� （境川）�地域学習と環境美化（学校を核に、地域を知り、地域美化に取り組む）

� 85,000� （平成19年ＮＰＯ認証）

一宮町小城区� （一宮）�地域の愛唱歌の作成、発表（地区の歌を作成・発表し、地域の連帯感を高める）

� 50,000�地域での歌詞募集、地域出身人材の協力による作曲、地域への発表、普及を行う。

憲法の理解を広める会ＦＦＵ

� （石和）�
憲法学習を通じて人権意識を高める。（憲法学習会、講座の開催）

� 161,000� 地域での学習会や啓蒙活動により、市民の人権意識につなげる。

笛吹ローズクラブ� （石和）�バラによる景観づくり（バラ愛好者と駅前公園管理者の協働による地域活性化）

� 256,900� バラの育成技術講習会、講演会、駅前広場のバラの管理を行う。

えこふく� （八代）�菜種油による地球温暖化防止（菜油からＢＤＦのエコサイクルを作る）

� 163,870� 菜の花栽培から菜種油採取を行い、廃油をＢＤＦ燃料化する。

笛吹市サッカー協会� （石和）�サッカーファミリープロジェクト（市民のスポーツへの関心を高める）

� 471,000� 少年から大人までを対象に、サッカー教室、講習会、講演会を実施する。

　
水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
は
関
連
が
深

い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
い
た
水
道

委
員
会
と
下
水
道
事
業
審
議
会
を
統
合
し
、

新
た
に
笛
吹
市
上
下
水
道
事
業
審
議
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
（
敬
称
略
）

●
委
　

員
　

長
　
祖
父
江
　
正

●
副
委
員
長
　
大
須
賀
　
武
彦

●
委
　
　
員
　
鈴
木
　
貞
夫

　
　
　
　
　
　
今
宮
　
晃
顕

　
　
　
　
　
　
芦
原
　
正
純

　
　
　
　
　
　
飯
田
　
照
男

　
　
　
　
　
　
金
澤
　
正
人

　
　
　
　
　
　
荻
野
　
勇
夫

　
　
　
　
　
　
田
中
　
和
芳

　
　
　
　
　
　
山
下
　
安
廣

　
　
　
　
　
　
林
　
　
進
一

　
　
　
　
　
　
窪
田
　
喜
久
子

　
　
　
　
　
　
雨
宮
　
千
代
子

　
　
　
　
　
　
荻
野
　
崇
子

　
　
　
　
　
　
石
田
　
萬
法

■投票できる方
○年齢要件　昭和６３年１０月２７日までに生まれた方
○住所要件　平成２０年７月１８日までに、笛吹市へ転入届をされ、引き続き本市に住んでいる方
　　　　　　(投票前に市外へ転出された方は投票できません)

■投票場所　郵送される入場券でご確認ください。

　選挙当日、仕事や旅行などの予定がある方は期日前投票をご利用ください。市内７カ所の期日前投
票所のどこでも投票することができます。

■期間　１０月２０日(月)～２５日(土)　　　■時間　本　庁　午前８時３０分～午後８時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各支所　午前８時３０分～午後６時

■場所　笛吹市役所本庁または各支所

　市長選挙及び市議会議員一般選挙に立候補を予定している方への説明会を行います。

■日時　９月１９日(金)　午後２時から　　　　■場所　八代総合会館　１階多目的ホール
※当日、立候補届出用紙などの関係書類をお渡ししますので、会場で受けとられる方の印かんを持参

してください。

■問合せ先　笛吹市選挙管理委員会　☎０５５(２６２)４１１１

平成20年度地域振興促進助成事業の第2次募集を行い、次の10事業の採用を決定しました。

事　業（概　要）

課題など　

※第1次募集分については、ホームページで紹介しています。

　既に第1・2次募集分で21事業が採用されています。今年度中に地域活性化のための事業に取り
組もうと考えている市民活動団体や、地域振興促進助成事業を活用したい団体はお問い合わせくだ
さい。
　また、詳細を市ホームページに掲載しますのでご覧ください。

■受付期間　9月1日(月)～10月17日(金)

団体名

助成予定額(円)

■申込・問合せ先　
　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎０５５(２６２)４１１１



���広報ふえふき��2008.09�No.4809 08���広報ふえふき��2008.09�No.48���

匠（たくみ）の技をご覧ください
飯田龍太氏

９
月
27
日(

土)

か
ら
11
月
24
日(

月)

ま
で
県
立
文
学
館
で「
飯
田
龍
太
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
開
催
に
合
わ
せ
、飯
田
龍
太
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
９
月
か
ら
、
毎
月
第
１
日
曜
日
に
も
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
即
日
交
付
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

■
交
付
で
き
る
方

写
真
付
本
人
確
認
資
料
（
有
効
期
限
内

の
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

を
提
示
し
て
い
た
だ
い
た
方

※
写
真
付
本
人
確
認
資
料
の
な
い
方
は
、
申

請
受
付
の
み
を
行
い
、
後
日
交
付
と
な

り
ま
す
。

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
手
数
料

　
無
料
（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
）

■
日
曜
窓
口
で
の
申
請
受
付

第
１
日
曜
日
以
外
の
日
曜
窓
口
に
お
い

て
も
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
た
だ
し
、
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

代
理
人
に
よ
る
申
請
に
は
委
任
状
が
必

要
で
、
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
環
境
部

戸
籍
住
民
課
　
住
民
記
録
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　　
７
月
25
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
荻
野
市

長
、
中
村
市
議
会
議
長
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
、

市
ワ
イ
ン
会
、
観
光
連
盟
関
係
者
が
香
港
を

訪
れ
、
農
産
物
な
ど
の
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
地
の
量
販
店
で
は
、
桃
の
試
食
や
ワ
イ

ン
と
桃
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
試
飲
を
行
い
、
ま

た
、
農
産
物
な
ど
の
販
売
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
な
ど
で
香
港
市
民
に
笛
吹
市
を
紹
介
。

ま
た
、
桃
の
購
入
者
先
着
２
０
０
人
に
景
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
旅
行
会
社
を
訪
問
し
、
笛
吹
市

を
観
光
地
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
で
は
香
港
で
の
販
路
拡
大
に
向

け
て
、
価
格
や
流
通
方
法
な
ど
の
課
題
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
９
月
４
日
（
木
）
・
５
日
（
金
）
、
全
国
13

カ
所
の
鵜
飼
（
う
か
い
）
開
催
地
域
が
笛

吹
市
に
一
堂
に
会
す
る
、
「
全
国
鵜
飼
サ

ミ
ッ
ト
in
笛
吹
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
る
第
11
回
石

和
薪
能
（
た
き
ぎ
の
う
）
と
笛
吹
川
石
和

鵜
飼
は
、
一
般
の
方
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
４
日（
木
）

　
午
後
６
時
　
開
演

■
場
所
　
市
役
所
本
庁
前
笛
吹
川
河
川
敷

※
雨
天
の
場
合
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
ウ
イ
ン
ズ
石
和

で
開
催

■
演
目

○
午
後
６
時
５
分

　
仕
舞（
し
ま
い
）「
高
砂（
た
か
さ
ご
）」

○
午
後
６
時
10
分

　
狂
言
「
鎌
腹（
か
ま
ば
ら
）」

○
午
後
６
時
40
分

　
能
「
鵜
飼
」

■
出
演

　
梅
若
六
郎
、
山
本
則
俊
、
佐
久
間
二
郎

ほ
か

■
料
金
　
無
料

■
日
時
　
９
月
４
日（
木
）

　
石
和
薪
能
終
了
後

■
場
所
　
市
役
所
本
庁
前
笛
吹
川

※
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

―�

駐
車
場
に
つ
い
て�

―

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
を
駐
車
場
と
し
て

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
石
和
薪
能
・
石
和
鵜
飼
会
場
ま
で

無
料
送
迎
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

（
市
観
光
商
工
課
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

カードがあれば証明書自動
交付機を利用できます

量販店で笛吹市をＰＲ

　
飯
田
龍
太
は
昭
和
29
年
、
第
一
句
集
『
百

戸
の
谿
（
ひ
ゃ
っ
こ
の
た
に
）
』
で
俳
壇
（
は

い
だ
ん
）
に
さ
っ
そ
う
と
登
場
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
10
年
余
り
の
間
に
、
再
び

肉
親
と
の
別
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
31
年
に
次
女
純
子
が
６
歳
で
病
没
、
６

年
後
の
昭
和
37
年
10
月
３
日
に
は
、
大
正
・

昭
和
の
俳
壇
の
第
一
線
で
活
躍
し
続
け
た
父

蛇
笏
が
亡
く
な
り
ま
す
。
龍
太
は
、
境
川
村

小
黒
坂
の
飯
田
家
を
継
ぐ
と
と
も
に
、
大
正

４
年
の
創
刊
以
来
、
蛇
笏
が
育
て
あ
げ
た
俳

句
雑
誌
「
雲
母
（
う
ん
も
）
」
を
継
承
し
て

主
宰
者
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
時
、
す
で
に
龍
太
は
第
二
句
集
『
童

眸
（
ど
う
ぼ
う
）
』
（
昭
和
34
年
刊
）
を
刊

行
し
て
お
り
、
２
年
前
の
昭
和
32
年
に
は
第

６
回
現
代
俳
句
協
会
賞
を
受
賞
し
て
、
俳
人

と
し
て
確
固
と
し
た
地
位
を
築
い
て
い
ま
し

た
。

　
「
雲
母
」
継
承
後
の
龍
太
は
、
尊
敬
し
て

い
た
作
家
の
井
伏
鱒
二
や
永
井
龍
男
を
招
い

て
境
川
中
学
校
で
雲
母
の
全
国
俳
句
大
会
を

開
催
し
た
り
、
蛇
笏
の
代
表
句
「
芋
の
露
連

山
影
を
正
し
う
す
」
を
刻
ん
だ
文
学
碑
を
甲

府
市
舞
鶴
城
跡
に
建
設
（
現
在
は
芸
術
の
森

公
園
に
移
設
）
し
た
り
と
、
活
発
に
活
動
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
龍
太
が
作
品
の
選
考
を
行
う
「
作
品
」
欄

と
い
う
投
稿
欄
か
ら
は
、
龍
太
に
よ
っ
て
そ

の
才
能
を
見
い
だ
さ
れ
た
新
人
が
育
ち
、
中

堅
・
ベ
テ
ラ
ン
の
俳
人
た
ち
も
新
た
な
魅
力

を
引
き
出
さ
れ
て
、「
雲
母
」
は
質
量
と
も
に

充
実
し
た
俳
句
雑
誌
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
昭
和
40
年
10
月
、
母
菊
乃
が

亡
く
な
り
ま
す
。

落
葉
踏
む
足
音
い
づ
こ
に
も
あ
ら
ず

（
昭
和
40
年
）

父
母
の
亡
き
裏
口
開
い
て
枯
木
山（

昭
和
41
年
）

　
亡
き
父
母
を
思
う
作
品
を
数
多
く
収
め
た

第
四
句
集
『
忘
音（
ぼ
う
お
ん
）』
は
、
昭
和

43
年
度
の
読
売
文
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
受
賞
決
定
の
記
事
が
新
聞
を
に
ぎ
わ
し

た
昭
和
44
年
の
２
月
、
龍
太
は
雑
誌「
俳
句
」

に「
明
る
い
谷
間
」と
題
し
た
三
十
句
を
発
表

し
ま
す
。
そ
の
第
一
句
目
が
次
の
俳
句
で
す
。

一
月
（
い
ち
が
つ
）
の
川
一
月
（
い
ち
が
つ
）
の
谷

の
中

　
こ
こ
に
詠
ま
れ
た
川
は
、
龍
太
自
身
の
言

葉
に
よ
る
と
、
飯
田
家
の
裏
を
流
れ
る
小
さ

な
渓
流
、
狐
川
だ
と
い
い
ま
す
。
「
幼
時
か

ら
な
じ
ん
だ
川
に
対
し
て
、
自
分
の
力
量
を

こ
え
た
何
か
が
宿
し
得

た
よ
う
に
直
感
し
た
」
と

後
に
回
想
し
て
い
ま
す
（『
現

代
俳
句
全
集
』
第
一
巻
）
。

こ
の
句
は
、
す
ぐ
に
俳
壇

の
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

伝
統
派
と
目
さ
れ
る
龍

太
と
は
、
立
場
を
異
に
す

る
前
衛
派
の
俳
人
た
ち

か
ら
も
、
格
の
高
さ
、
た

た
ず
ま
い
の
美
し
さ
に
、

高
い
評
価
と
賞
賛
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
狐
川
と
い
う
川
に
こ

だ
わ
ら
な
く
て
も
、
読
む
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心

の
内
に
浮
か
ぶ
一
月
の
川
が
、
清
ら
か
に
澄

ん
だ
瀬
音
（
せ
お
と
）
を
響
か
せ
ま
す
。
の

ち
句
集
『
春
の
道
』
に
収
め
ら
れ
、
飯
田
龍

太
の
代
表
作
と
な
り
ま
し
た
。

　
龍
太
は
、
『
百
戸
の
谿
』
か
ら
、
平
成
３

年
刊
行
の
『
遅
速
（
ち
そ
く
）
』
ま
で
、
生

涯
に
10
冊
の
句
集
を
世
に
出
し
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
日
本
の
四
季
の
移
ろ
い
の
中
に
息

づ
く
自
然
の
姿
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
ふ
る
さ
と
境
川
村
、
あ
る
い
は
「
甲
斐
」

の
自
然
と
風
土
に
向
き
合
い
、
寄
り
添
っ
た

作
品
の
数
々
は
、
山
梨
に

住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
、

格
別
に
親
し
み
を
お
ぼ
え

る
魅
力
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

雪
の
峯
（
み
ね
）
し
づ
か
に
春
の
の
ぼ
り
ゆ
く

（『
童
眸
』よ
り
）

水
澄
み
て
四
方
に
関
あ
る
甲
斐
の
国

（『
山
の
木
』よ
り
）

　
飯
田
龍
太
の
俳
句
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
は
、

「
雲
母
」
の
枠
を
越
え
て
広
く
全
国
の
俳
壇

に
及
び
、
芭
蕉
や
蕪
村
な
ど
の
古
典
、
さ
ら

に
俳
句
以
外
の
詩
歌
、
小
説
な
ど
文
学
全
般

に
深
い
理
解
を
示
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
文

学
に
対
す
る
姿
勢
は
、
俳
壇
、
文
壇
か
ら
あ

つ
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
４
年
、

長
年
続
い
た
「
雲
母
」
を
８
月
発
行
の
９
０

０
号
で
終
刊
に
し
た
際
に
は
、
社
会
的
に
大

き
な
話
題
と
な
り
、
俳
句
界
に
問
題
を
投
げ

か
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
15
年
後
の
平
成
19
年
２
月
25
日
、

飯
田
龍
太
は
86
歳
の
生
涯
を
静
か
に
終
え
ま

し
た
。

　
県
立
文
学
館
の
「
飯
田
龍
太
展
」
で
は
、

飯
田
龍
太
の
生
涯
と
文
学
を
、
直
筆
の
墨
書

（
ぼ
く
し
ょ
）
や
原
稿
、
書
簡
、
愛
用
し
た

釣
ざ
お
や
カ
メ
ラ
な
ど
３
０
０
点
余
り
の
資

料
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。
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笛ちゃん 吹ちゃん

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　☎055（262）4111

推進委員会の発
表、見てみたい
なぁ。

練習も楽しそう
だったわよ。
今度、地区の集まりに
来てもらいましょうよ。

�　笛吹市男女共同参画推進委員会では、家庭・職

場・地域の3つの部会に分かれて取り組みを行って

います。その中から、今回は家庭部会・地域部会

の取り組みについてお知らせします。

　家庭部会では、誰もが気軽に男女共同参画の意識を持てる

ように、歌と体操の制作に取り組み、発表に向けて練習に励

んでいます。

　また、“家庭の日”の設定に向け、語呂合わせを作りました。

多くの家庭に広めていきたいと思います。

各フレーズの頭の文字

をつなぎ合わせると、

「か・て・い・の・ひ」

になるのね。

甲斐国分寺跡講堂礎石

寺本古代寺院発掘調査風景（昭和56年）

　
笛
吹
市
は
史
跡
の
宝
庫
だ
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ

で
は
、
今
後
数
回
に
わ
た
っ
て
笛
吹
市
の

史
跡
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
「
史
跡
」
と
は
何
か
と
言
い
ま
す

と
、
文
化
財
の
う
ち
、
歴
史
的
・
学
術
的

価
値
が
高
い
も
の
と
し
て
国
・
県
や
市
町

村
が
指
定
し
た
遺
跡
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
（
厳
密
に
は

国
指
定
を
「
史
跡
」
と
呼

び
ま
す
が
、
混
乱
し
な
い

よ
う
「
国
指
定
史
跡
」「
県

指
定
史
跡
」「
市
指
定
史
跡
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　
具
体
的
に
は
古
墳
、
都

城
跡
、
寺
跡
、
集
落
跡
、

城
館
跡
な
ど
が
あ
り
、
日

本
の
、
ま
た
地
域
の
歴
史

を
考
え
る
上
で
非
常
に
重

要
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

一
方
、
史
跡
は
土
地
と
結

び
つ
い
て
い
る
た
め
、
土

地
所
有
者
の
利
益
を
損
な

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
由
に
土
を
掘
っ
た
り
、

盛
っ
た
り
で
き
な
く
な
る

か
ら
で
す
。

　
史
跡
は
、
法
律
的
に
は

国
民
共
通
の
財
産
と
考
え

ら
れ
、
指
定
は
土
地
所
有

者
の
同
意
を
得
た
上
で
行

政
機
関
が
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
重
要
度
に
応
じ

て
国
の
特
別
史
跡
、
史
跡
、

県
史
跡
、
市
町
村
史
跡
と

な
り
ま
す
が
、
国
指
定
と

す
る
に
も
ま
ず
市
町
村
指
定
、

次
に
県
指
定
に
す
る
手
続

き
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

国
史
跡
に
な
る
と
、
文
化

庁
と
県
の
補
助
金
を
利
用

し
て
土
地
の
買
い
上
げ
や

補
償
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、

関
係
者
す
べ
て
が
目
的
を

共
有
し
て
一
致
協
力
し
な

い
と
、
難
し
い
事
態
に
陥

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
１
９
８
６
年
〜
８
９
年

に
発
掘
調
査
さ
れ
、
多
く

の
木
簡
（
も
っ
か
ん
）
が

発
見
さ
れ
た
奈
良
市
二
条

大
路
（
に
じ
ょ
う
お
お
じ
）

の
「
長
屋
王
（
な
が
や
お
う
）

邸
宅
跡
」
は
、
特
別
史
跡
に
な
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
重
要
遺
跡
で
し
た
が
、
百
貨

店
建
設
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
不

幸
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
現
在
笛
吹
市
に
は
、
国
の
史
跡

が
２
カ
所
（
甲
斐
国
分
寺
跡
と
甲
斐
国
分

尼
寺
跡
）
、
山
梨
県
指
定
史
跡
が
５
カ
所
、

市
指
定
史
跡
が
22
カ
所
あ
り
ま
す
。

　
市
指
定
史
跡
の
う
ち
、
寺
本
廃
寺
塔
跡

は
７
月
に
名
称
を
「
寺
本
古
代
寺
院
」
に

変
更
し
、
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
下
、
寺
の
境
内
地
ほ
ぼ
全
域
を
追
加

指
定
し
ま
し
た
。

　
国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
甲
斐
国
分
寺
跡
・

国
分
尼
寺
跡
に
つ
い
て
は
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
第
７
回
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

９
月
半
ば
以
降
、
「
金
堂
（
こ
ん
ど
う
）
」

と
い
う
古
代
寺
院
の
も
っ
と
も
重
要
な
建

物
跡
を
発
掘
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
調
査

の
目
的
は
、
史
跡
を
公
開
す
る
た
め
の
整

備
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
集
め
る
こ
と
で
す
。

興
味
深
い
事
実
が
数
多
く
得
ら
れ
る
も
の

と
私
た
ち
も
期
待
し
て
お
り
、
順
次
、
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
史
跡
を
通
し
て
、

笛
吹
市
の
魅
力
を
よ
り
深
く
探
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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皆
さ
ん
に
下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
９
月
10
日
の
「
下
水

道
の
日
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、「
下
水
道
ま

つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
楽
し
み
な
が
ら
下
水
道
の
こ
と
が
学
べ
る

よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
催
し
物
を
用
意
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
７
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所
　
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

　（
大
月
市
梁
川
町
塩
瀬
８
０
０
）

■
内
容

○
施
設
見
学
会
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
・
下
水
道

教
室

○
ミ
ニ
下
水
道
展
（
下
水
道
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
な
ど
の
展
示
）・
水
質
実
験

○
大
道
芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

○
福
祉
コ
ー
ナ
ー
で
の
無
料
配
布
な
ど

○
お
楽
し
み
抽
選
会
・
来
場
記
念
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど

■
問
合
せ
先

桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
４（
２
６
）３
４
０
１

　
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
正
し
い
フ
ォ
ー

ム
や
ス
イ
ン
グ
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
な
ど

に
つ
い
て
練
習
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
参
加
し
て
、
短
期
間
で
上
達
し

ま
し
ょ
う
。

■
日
時

９
月
６
日（
土
）・
13
日（
土
）・
20
日（
土
）・

27
日（
土
）（
４
回
コ
ー
ス
）

午
前
９
時�

受
付�

�９
時
30
分
〜
12
時�

開
催

※
雨
天
の
場
合
、
翌
日
に
変
更

■
場
所
　
金
川
の
森
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
場
（
ス
ポ
ー
ツ
の
森
）

■
定
員
　
20
人
（
小
学
生
以
上
）

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
用
具
代
）

　
公
園
内
に
広
が
る
森
林
の
中
を
歩
き
な
が

ら
、
秋
の
樹
木
や
草
花
を
観
察
し
て
、
樹
名

板
の
設
置
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
す
。

■
日
時
　
９
月
28
日（
日
）

　
午
前
９
時�

受
付�

�９
時
30
分
〜
12
時�

開
催

※
雨
天
の
場
合
、
ス
ラ
イ
ド
上
映
と
葉
脈
作

　
り
。

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

■
定
員
　
20
人

■
参
加
費
　
無
料

■
服
装
・
持
ち
物

　
散
歩
で
き
る
服
装
・
筆
記
用
具

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　
世
界
で
最
も
愛
さ
れ
て
い
る
オ
ペ
ラ
「
カ

ル
メ
ン
」
が
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
上
演
さ

れ
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
一
流
の
歌
い
手

に
よ
る
本
物
の
オ
ペ
ラ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
石
和
町
出
身
の
山
下
浩
司
さ
ん
も
出
演

し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
４
日（
土
）

　
午
後
５
時
30
分�

�開
場
　
６
時�

�開
演

■
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）

　
一
般

　
２
０
０
０
円
（
当
日
２
５
０
０
円
）

　
高
校
生
以
下

　
１
０
０
０
円
（
当
日
１
５
０
０
円
）

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、

特
別
料
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
未

就
学
児
の
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
出
演
　
ア
ー
ツ
カ
ン
パ
ニ
ー

■
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
下
黒
駒
簡
易
郵
便
局
（
御
坂
町
下
黒
駒
付

近
）
は
、
現
在
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
的

に
休
止
し
て
い
ま
す
。

　
再
開
に
向
け
て
、郵
便
局
株
式
会
社
で
は
、

同
じ
地
域
で
業
務
を
受
託
し
て
い
た
だ
け
る

方
（
受
託
者
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
受
託
を
希
望
さ
れ
る
方
や
関
心
の
あ
る
方

は
、
受
託
に
つ
い
て
の
条
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
局
の
窓
口
業
務
の
う
ち
、
基
本
的
な

業
務
に
つ
い
て
郵
便
局
株
式
会
社
な
ど
が
契

約
に
よ
り
個
人
や
法
人
に
委
託
し
、
郵
便
局

株
式
会
社
が
指
定
す
る
場
所
に
お
い
て
、
個

人
や
法
人
が
自
ら
用
意
し
た
施
設
で
業
務
を

行
う
も
の
で
す
。

■
募
集
締
切
　
10
月
31
日（
金
）

※
な
お
、
新
規
受
託
候
補
者
が
決
定
次
第
、

募
集
は
終
了
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

郵
便
局
株
式
会
社
南
関
東
支
社
店
舗
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
室
（
簡
易
郵
便
局
担
当
）

☎
０
４
５（
２
２
８
）２
５
７
０

月
〜
金
曜
日〔
祝
日
を
除
く
〕

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
笛
吹
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
テ
ニ
ス
教
室

（
硬
式
）を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

９
月
19
日（
金
）〜
10
月
24
日（
金
）ま
で
の

毎
週
金
曜
日（
計
６
回
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

■
場
所

　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象

市
内
在
住
・
勤
務
し
て
い
る
社
会
人
（
初

級
者
）

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費

　
２
０
０
０
円
（
コ
ー
ト
・
照
明
代
、
ボ
ー

ル
代
な
ど
）

■
持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ

ル
な
ど

■
申
込
方
法

９
月
１
日（
月
）以
降
に
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
早
川
　
☎
０
５
５（
２
６
２
）２
０
５
０

　
吉
岡
　
☎
０
５
５
３（
２
６
）２
７
５
７

　
認
定
農
業
者
や
企
業
的
農
業
経
営
を
目
指

す
方
を
対
象
に
、
農
業
簿
記
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　
複
式
簿
記
の
記
帳
方
法
を
習
得
し
て
、
我

が
家
の
経
営
改
善
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
程
　
11
〜
３
月

■
場
所

　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■
内
容
・
定
員

①
パ
ソ
コ
ン
簿
記
入
門
コ
ー
ス（
全
９
回)

　
定
員
20
人
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
る
方
）

②
パ
ソ
コ
ン
簿
記
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

（
全
６
回
）

　
定
員
30
人

※
①
②
と
も
先
着
順
で
す
。

■
受
講
料

　
①
２
４
０
０
円
　
②
７
０
０
円

■
申
込
締
切
　
10
月
１
日（
水
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
峡
東
農
務
事
務
所
　
峡
東
地
域
普
及

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
０
７

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
業
務
に
必
要
な
、

安
全
な
荷
役
（
に
や
く
）
の
操
作
、
走
行
操

作
に
つ
い
て
講
義
と
実
習
で
習
得
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
お
お
む
ね
60
歳
代
前
半
の
方
で
、

雇
用
や
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

■
日
時
　
10
月
21
日（
火
）〜
29
日（
水
）の
間

の
７
日
間
（
土
・
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
実
技
試
験
場
（
石

和
町
唐
柏
）

■
定
員
　
16
人

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
締
切
　
10
月
３
日（
金
）

　
ガ
ラ
ス
や
サ
ッ
シ
・
網
戸
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
ふ
す
ま
や
障
子
の
張
り
替
え
や
水
回
り

の
清
掃
な
ど
、
効
率
的
な
作
業
の
方
法
を
講

義
と
実
習
で
習
得
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
お
お
む
ね
60
歳
代
前
半
の
方
で
、

雇
用
や
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

■
日
時
　
10
月
22
日（
水
）〜
11
月
７
日（
金
）

の
間
の
10
日
間
（
土
・
日
・
月
曜
日
と

祝
日
と
そ
の
翌
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　�

甲
府
市
内

■
定
員
　
20
人

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
締
切
　
10
月
８
日（
水
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

・（
社
）笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）０
０
９
９

・
（
社
）
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

　
☎
０
５
５（
２
２
８
）８
３
８
３

カルメンの一場面
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　創業したいけれど、どの分野で事業を起こせば良いのか迷っている方、また、創業に伴うリスク
をできるだけ少なくしたい方、いつかは自分の店を持ちたいという夢をお持ちの方を対象に、「創業
塾」を開催し、経験や技能などを生かしたビジネスプラン作成で創業に向けた体制へと導きます。

� 第1回��� 創業の心構えと創業環境

�10月 4日（土）�創業に必要な知識

� 第2回��� マーケティングの知識と活用

�10月11日（土）�販売促進ツール作成実習

� 第3回��� 経営資源のマネジメント①

�10月18日（土）�経営資源のマネジメント②

� 第4回��� 必要資金の算定と収支計画

�10月25日（土）�起業後の資金計画と資金繰り

� 第5回��� ビジネスプラン作成①

�11月 1日（土）�ビジネスプラン作成②

■対　象　独立開業を目指す方、創業を考えている
方、サラリーマン・主婦の方、最近開業
した方など

■場　所　笛吹市商工会本所　２階��研修室

■日　時　１０月４日（土）～１１月１日（土）
　　　　　（毎週土曜日　全５日間）
　　　　　午前９時３０分～１２時３０分
　　　　　午後１時３０分～４時３０分

■受講料　５，０００円（消費税込・テキスト代）申
込受付後に振込先口座をお知らせします。

■定　員　４０人（申込順）定員になり次第締め切り
ます。申込受付後に確認の連絡をさせて
いただきます。

開�催�日

■申込・問合せ先　笛吹市商工会（担当:振興課�斉藤）
　　　　　　　　　☎０５５(２６３)７８１１

�研修テーマと内容

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
記
念
講
演
、
バ
ザ
ー
、

親
子
ふ
れ
合
い
広
場
な
ど
、
楽
し
い
催
し
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

■
日
時

　
９
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　
ぴ
ゅ
あ
総
合

　（
甲
府
市
朝
気
１
―
２
―
２
）

　
テ
レ
ビ
番
組
で
大
人
気
の
ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ

ナ
ー
広
瀬
光
治
さ
ん
が
、
指
編
み
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。

■
日
時

　
９
月
28
日（
日
）午
後
１
時
30
分
か
ら

■
内
容

○
講
演
会
「
男
と
女
、
素
敵
に
編
み
ま
し
ょ

う
！�

心
と
心
」（
１
時
間
）

○
体
験
「
広
瀬
先
生
に
す
て
き
な
指
編
み
マ

フ
ラ
ー
を
教
わ
る
」（
30
分
）

■
定
員

　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
窓
口
で
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
参
加
費

　
申
し
込
み
時
に
１
０
０
０
円
（
マ
フ
ラ
ー

材
料
費
）
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
（
チ
ケ

ッ
ト
と
交
換
）

　
お
い
し
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
料
理
を
作

り
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
お
楽
し
み
に
。

■
日
時

　
９
月
９
日（
火
）午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所

　
ぴ
ゅ
あ
総
合
調
理
室

■
講
師

山
梨
学
院
短
期
大
学
食
物
栄
養
科
教
授

藤
井
ま
さ
子
先
生
と
学
生

■
参
加
費

　
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

■
定
員
　
32
人

■
申
込
方
法

電
話
で
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン

三
角
巾

お
手
ふ
き

■
申
込
・
問
合
せ
先

ぴ
ゅ
あ
総
合�

県
立
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５（
２
３
５
）４
１
７
１

　
八
田
家
書
院
に
お
い
て
「
鄙
（
ひ
な
）
の

会
」
主
催
の
つ
る
し
雛
（
び
な
）
づ
く
り
体

験
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
鄙
の
会
」
は
、
市
の
文
化
施
設
を
活
性

化
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。

■
日
時
　

第
１
回
　

　
10
月
８
日（
水
）午
前
10
時
〜
12
時

第
２
回

　
10
月
８
日（
水
）午
後
１
時
〜
３
時

第
３
回

　
10
月
９
日（
木
）午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所
　
八
田
家
書
院

■
参
加
費
　
１
回
７
０
０
円
（
入
場
料
金
２

０
０
円
・
材
料
費
５
０
０
円
）

■
持
ち
物
　
さ
い
ほ
う
道
具

■
申
込
方
法

参
加
希
望
者
は
、
９
月
末
日
ま
で
に
鄙

の
会
渡
邉
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
鄙
の
会
会
長
　
渡
邉
美
保
子

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）６
０
７
５

　
市
で
は
、高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
高
齢
者

社
会
見
学
バ
ス
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

■
日
時
　
10
月
７
日（
火
）

　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時（
予
定
）

■
行
き
先

静
岡
県
方
面
（
江
戸
の
町
並
み
を
駿
府
（
す

ん
ぷ
）
に
再
現
し
た
「
駿
府
夢
ひ
ろ
ば
」

見
学
・
わ
さ
び
工
場
見
学
・
海
の
幸
の

昼
食
予
定
）

■
参
加
費

　
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
、
見
学
料
の
一
部
）

■
定
員

　
４
０
０
人
（
先
着
順
）

■
受
付
期
間

　
９
月
８
日（
月
）〜
12
日（
金
）

■
申
込
方
法

社
会
福
祉
協
議
会
各
地
域
事
務
所
に
、

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
（
八
代

地
域
事
務
所
）（
担
当
　
足
達
）

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）５
１
８
２

　
現
在
お
持
ち
の
「
笛
吹
市
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
金
受
給
資
格
者
証
」
は
、
10

月
31
日（
金
）を
も
っ
て
、
有
効
期
間
が
満
了

と
な
り
ま
す
。

　
現
在
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
状
況
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
の
で
、
受

給
要
件
に
あ
た
る
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、

現
在
は
所
得
制
限
に
よ
り
助
成
金
を
受

給
し
て
い
な
い
方
も
、
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
受
給
要
件
に
あ
た
る
障
害

○
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
以
上

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
以
上

○
国
民
年
金
法
に
お
け
る
障
害
基
礎
年
金
の

１
・
２
級
の
受
給
者

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
児
童

■
受
付
期
間

　
９
月
24
日（
水
）〜
10
月
17
日（
金
）

■
申
請
場
所

保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支

所
住
民
課

■
持
ち
物

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障
害
基

礎
年
金
証
書
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
う

ち
該
当
す
る
も
の
（
複
数
お
持
ち
の
方
は
、

な
る
べ
く
全
部
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

○
医
療
保
険
証

○
印
か
ん

○
平
成
20
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
し
て
い

た
市
町
村
発
行
の
世
帯
全
員
分
の
所
得

課
税
証
明
書
（
平
成
20
年
１
月
１
日
に

笛
吹
市
内
に
住
所
を
有
し
な
か
っ
た
方
）

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
１

　
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引

揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
、
特
別
慰
労
品
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
（
ご
遺
族
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）。

　
「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
い
て
、
戦

後
引
き
上
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

　
請
求
書
な
ど
は
、
福
祉
総
務
課
ま
た
は

各
支
所
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
請
求
期
限

　
平
成
21
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

■
問
合
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　
☎
０
１
２
０（
２
３
４
）９
３
３

　（
月
〜
金
曜
日〔
祝
日
を
除
く
〕

　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
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内
容
・
開
設
日
時

０
５
５（
２
２
１
）４
３
４
３

０
５
５（
２
５
４
）８
７
０
０

０
５
５（
２
５
４
）８
６
４
４

０
５
５
３（
２
０
）２
７
５
２

０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

電
話
番
号

相
談
窓
口

山
梨
い
の
ち
の

電
話

ス
ト
レ
ス

ダ
イ
ヤ
ル

（
こ
こ
ろ
の
電
話

相
談
室
）�

精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

峡
東
保
健
福
祉

事
務
所

（
峡
東
保
健
所
）�

笛
吹
市
石
和
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

（
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
）�

　
精
神
科
医
、
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
、

保
健
師
が
心
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を

受
け
ま
す
。

○
９
月
８
日（
月)

、
12
月
８
日（
月)

　
平
成
21
年
３
月
９
日（
月)

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
予
約
制

　
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
が
心
と
体
の

健
康
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

○
月
〜
金
曜
日(

祝
休
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
予
約
で
医
師
の
相
談
も
可

　
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
の
電
話

相
談
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
15
分

　
休
日
　
午
前
11
時
〜
午
後
７
時
30
分

　
特
定
の
研
修
を
終
了
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
電
話
相
談
を
受
け
ま
す
。

○
火
〜
土
曜
日
　
午
後
４
時
〜
10
時

　
市
で
は
、
９
月
15
日（
月
）か
ら
21
日（
日
）

ま
で
の
「
老
人
週
間
」
に
、
敬
老
祝
金
を
対

象
者
に
お
渡
し
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
８
月
１
日
現
在
市
内
に
お

住
ま
い
で
、
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国

人
登
録
が
さ
れ
て
い
て
、
９
月
15
日
現
在
、

満
77
歳
、
満
88
歳
、
満
１
０
０
歳
以
上
の

方
で
す
。

■
支
給
年
齢
・
支
給
額

○
満
77
歳
（
昭
和
５
年
９
月
16
日
か
ら
昭
和

６
年
９
月
15
日
生
ま
れ
の
方
）

　
３
０
０
０
円

○
満
88
歳
（
大
正
８
年
９
月
16
日
か
ら
大
正

９
年
９
月
15
日
生
ま
れ
の
方
）

　
５
０
０
０
円

○
満
１
０
０
歳
以
上
（
明
治
42
年
３
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　
５
万
円

■
問
合
せ
先
　
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

　
ま
た
は
各
支
所
住
民
課

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
や
近
隣
の
援
助
者
、
介
護
に
関
心
の
あ

る
市
民
を
対
象
に
、
家
族
介
護
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
福
祉
制
度
、
介
護
技
術
、
認
知

症･

高
齢
期
の
う
つ
な
ど
の
心
の
健
康
、
介

護
者
の
ケ
ア
な
ど
で
、
介
護
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
ま
す
。

※
２
回
目
の
開
催
日
に
は
、
福
祉
用
具
の
紹

介
が
あ
り
ま
す
。

■
日
程
・
内
容

○
１
回
目

「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら
な
い
よ
う
に
、

制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

・
10
月
29
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
御
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

・
定
員
30
人

・
中
澤
初
枝
先
生
（
介
護
福
祉
士
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
尚
古
園
介
護
部
長
）�

�

○
２
回
目

「
誰
で
も
出
来
る
か
ら
だ
の
お
世
話
」

介
護
を
す
る
側
、
受
け
る
側
双
方
に
負

担
の
少
な
い
介
護
技
術
を
学
び
ま
す
。

・
11
月
27
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
八
代
総
合
会
館
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

・
定
員
20
人

・
小
林
八
重
子
先
生
（
介
護
福
祉
士
。
元
訪

問
介
護
事
業
所
あ
お
ぞ
ら
管
理
者
）�

○
３
回
目

「
こ
こ
ろ
の
い
や
し
が
元
気
を
つ
く
る
」

認
知
症
や
う
つ
な
ど
、
介
護
者
の
こ
こ

ろ
の
健
康
や
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

・
平
成
21
年
１
月
28
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時�

・
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階
資
料
展
示
室

・
定
員
30
人

・
石
川
一
仁
先
生
（
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務

所
　
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
）�

■
申
込
締
切

お
近
く
の
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
同

協
議
会
本
所
ま
で
、
開
催
日
１
週
間
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

（
八
代
地
域
事
務
所
）

☎
０
５
５（
２
６
５
）５
１
８
２

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
を
対
象
に
、
心
身
の
元
気
回
復
を
図

る
た
め
家
族
介
護
者
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
午
後
に
は
相
談
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

現
在
、
介
護
認
定
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

な
ど
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
で
、

笛
吹
市
在
住
の
方

■
日
時
　
10
月
9
日（
木
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
集
合
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
行
き
先

　
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
ハ
イ
ジ
の
村

■
定
員
　
25
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
締
切
　
９
月
12
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

高
齢
者
支
援
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

　
自
宅
で
簡
単
！
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

入
浴
方
法
の
紹
介
、
入
浴
前
後
に
効
果
的

な
体
操
指
導
や
保
健
師
の
健
康
相
談
を
行

い
ま
す
。

　
疲
労
回
復
、
体
力
増
進
、
介
護
予
防
に
取

り
組
み
た
い
方
に
特
に
お
す
す
め
で
す
。

■
対
象
　
お
お
む
ね
40
歳
以
上

■
日
時
　
10
月
30
日(

木)

、
11
月
６
日(

木)

・

20
日(

木)

、
12
月
４
日(

木)

・
18
日(

木)

　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
芦
川
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

■
内
容
　

○「
心
と
体
を
元
気
に
す
る
入
浴
活
用
術
」

○
健
康
体
操

○
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

■
定
員
　
20
人
程
度

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
・

生
年
月
日
・
連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
申
し
込
み
後
に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
健
康
状
態
に
よ
り
ご
遠
慮
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切
　
９
月
26
日(

金)

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

健
康
企
画
担
当

☎
０
５
５(

２
６
１)

１
９
０
１

　
℻
０
５
５(

２
６
２)

１
２
７
２

　
平
成
19
年
に
山
梨
県
で
自
殺
し
た
人
は
２

２
５
人
、
10
年
連
続
し
て
２
０
０
人
を
超
え

る
と
い
う
深
刻
な
状
況
で
す
。
自
殺
は
家
族

や
職
場
な
ど
他
の
人
に
与
え
る
心
理
的
な
影

響
も
大
き
く
、
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
自
殺
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
命
の
大

切
さ
や
自
殺
予
防
の
た
め
の
対
応
方
法
な
ど

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
自
殺
予
防

推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
９
月
10
日（
水
）�

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
場
所
　
県
立
文
学
館

■
内
容

○
式
典
　
自
殺
予
防
標
語
優
秀
作
品
表
彰

○
講
演
会

「
自
殺
予
防
は
一
人
ひ
と
り
の
『
気
づ
き
』

か
ら
」

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
自
殺
の
な
い
山
梨
に
向
け
て

　
　
〜
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
」

■
参
加
費
　
無
料

■
主
催
　
山
梨
県

■
問
合
せ
先

　
県
障
害
福
祉
課
　

　
☎
０
５
５（
２
２
３
）１
４
９
５�

�

　
全
国
で
毎
年
３
万
人
以
上
の
方
が
自
殺
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
は
、
本
人
だ
け

で
な
く
、
周
り
の
人
々
に
も
大
き
な
悲
し
み

を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
自
殺
の
悲
劇
か
ら
多
く
の
大
切
な
命
を
救

う
に
は
、
命
の
大
切
さ
に
一
人
で
も
多
く
の

方
に
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
や
、
身
近
な
方

が
本
人
の
心
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
て
自
殺
防

止
に
つ
な
げ
た
り
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
力

が
必
要
で
す
。

■
自
殺
予
防
の
十
箇
条

―
　

自
殺
の
サ
イ
ン
　

―

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
数
多
く
認
め
る

場
合
は
、
自
殺
の
危
険
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

①
う
つ
病
の
症
状
に
気
を
つ
け
よ
う
（
気
分

が
沈
む
、
自
分
を
責
め
る
、
仕
事
の
能

率
が
落
ち
る
、
決
断
で
き
な
い
、
不
眠

が
続
く
）

②
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

③
酒
量
が
増
す

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

⑤
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き
な
失

敗
を
す
る
、
職
を
失
う

⑥
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
（
職
、
地

位
、
家
族
、
財
産
）
を
失
う

⑧
身
体
の
重
い
病
気
に
か
か
る

⑨
自
殺
を
口
に
す
る

⑩
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
窓
口

一
人
で
は
抱
え
ら
れ
な
い
悩
み
や
苦
し

み
も
、
誰
か
に
話
し
て
み
る
こ
と
で
解

決
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
出
張
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
で
、
元
気
な
心

を
保
つ
た
め
の
「
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
」

で
す
。
内
容
は
、
ス
ト
レ
ス
と
健
康
、

働
く
人
の
こ
こ
ろ
の
健
康
、
う
つ
病
と

は
な
ど
で
す
。
少
人
数
の
事
業
所
や
団

体
の
集
ま
り
に
も
無
料
で
出
張
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
（
峡
東
保
健
所
）

地
域
保
健
課

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
５
２
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☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先
健診日　10月9日(木)� 場所　スコレーセンター

入学予定小学校� 　　　��受付時間

石和南小� 午後 0:50～1:20

石和東小� 午後 1:20～1:35

石和北小� 午後 1:35～1:55

富士見小� 午後 1:55～2:20

健診日　10月16日(木)� 場所　スコレーセンター

入学予定小学校� 　　　��受付時間

石和西小� 午後 0:50～1:15

春日居小� 午後 1:15～1:45

一宮西小� 午後 1:45～2:05

一宮北小� 午後 2:05～2:20

一宮南小� 午後 2:20～2:30

健診日　10月23日(木)� 場所　スコレーセンター

入学予定小学校� 　　　��受付時間

御坂西小� 午後 0:50～1:30

御坂東小� 午後 1:30～1:35

芦川小� 午後 1:35～1:40

八代小� 午後 1:40～2:15

境川小� 午後 2:15～2:35

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
就
学
す
る
児
童
（
平

成
14
年
４
月
２
日
生
か
ら
平
成
15
年
４
月
１

日
生
）
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
保
護
者
に
は
後
日
通
知
し
ま
す
が
、

10
月
１
日（
水
）頃
ま
で
に
通
知
が
届
か
な
い

時
や
内
容
な
ど
で
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　

　
学
校
教
育
課
　
学
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
７

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
子
ど
も
を
預
け
た
い
方
と
預
か

り
た
い
方
の
会
員
組
織
で
す
。

　
現
在
１
３
３
人
の
登
録
が
あ
り
、
昨
年
度

は
７
１
１
件
の
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
講
習
会
を
受
講
し
て
、
笛
吹

市
の
子
育
て
応
援
団
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
時
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
「
仕
事
で
子

ど
も
の
迎
え
に
行
か
れ
な
い
」、「
子
ど
も

が
軽
い
病
気
だ
け
ど
、
仕
事
を
休
め
な
い
」、

「
病
院
に
行
き
た
い
」
時
な
ど

■
利
用
料

１
時
間
８
０
０
円
（
そ
の
内
３
０
０
円

は
市
が
負
担
）

■
２
種
類
の
会
員

○
協
力
会
員･

･
･

お
子
さ
ん
を
自
宅
で
預
か

り
、
お
母
さ
ん
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

○
両
方
会
員･

･
･

お
子
さ
ん
を
預
け
る
こ
と

も
あ
り
、
逆
に
時
間
の
あ
る
時
は
預
か

り
ま
す
。

お
友
達
同
士
で
両
方
会
員
に
な
っ
て
、

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
講
習
会
日
程
・
内
容

○
１
日
目

　
10
月
４
日（
土
）ま
た
は
９
日（
木
）�

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
子
育
て
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

・
子
ど
も
の
事
故
と
安
全
応
急
処
置
方
法

○
２
日
目

　
10
月
16
日（
木
）ま
た
は
18
日（
土
）

・
子
ど
も
の
心
の
発
達

・
フ
ァ
ミ
サ
ポ
体
験
談

・
保
育
の
心
と
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
援
助

・
フ
ァ
ミ
サ
ポ
ガ
イ
ダ
ン
ス

・
会
員
登
録
会

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
・
市
消
防
本
部

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
保
健
福
祉
部
　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

・
笛
吹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）２
１
８
８

　
親
子
体
操
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
体
を
動
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
　
０
歳
〜
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者

■
日
時
　
毎
月
第
３
金
曜
日
（
10
月
か
ら
平

成
21
年
３
月
ま
で
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

■
定
員
　
親
子
20
組

■
参
加
費

　
３
０
０
０
円
（
５
０
０
円
×
６
カ
月
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
い
ち
の

み
や

☎
０
５
５
３（
４
７
）１
３
４
５

※
こ
の
事
業
は
、
市
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｈ
ａ

ｐ
ｐ
ｙ�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
」
に

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

＊
対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契
約
医

療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。
接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く

確
認
し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や
予
診
票

の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持

ち
の
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三 種 混 合 1 期 初 回・追 加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平成20年7月生まれ

平成19年10月生まれ

平成9年10月生まれ

現在見合わせています

　
平
成
20
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

は
、
40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
満
額

で
79
万
２
１
０
０
円
で
す
。

　
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い
方
の
た
め

に
付
加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に
付

加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る
と
、
付

加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
し
く
み
で
す
。

■
付
加
保
険
料
の
額
は
定
額

付
加
保
険
料
額
　
１
カ
月
４
０
０
円

（
税
金
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
）

■
納
付
で
き
る
方

○
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
（
自
営
業

者
、
学
生
な
ど
）

○
任
意
加
入
被
保
険
者

※
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け

て
い
る
方
や
、
国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
、

納
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
い
つ
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
か

　
　
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
を
得
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
65
歳
よ
り
前
に
繰
り
上

げ
受
給
、
ま
た
は
66
歳
よ
り
後
に
繰
り

下
げ
受
給
す
る
場
合
に
は
、
付
加
年
金

額
も
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額
率
・
増
額

率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額
さ
れ
ま
す
。

■
付
加
年
金
額
は

　
保
険
料
月
額
４
０
０
円
に
対
し
て
年

金
額
は
２
０
０
円
で
す
。
65
歳
か
ら
年

金
を
受
け
る
と
、
２
年
間
で
付
加
保
険

料
相
当
分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

�

　
付
加
保
険
料
の
納
付
手
続
き
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
５
２
）１
４
４
１

・
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２)

４
１
１
１

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
お
手
元
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い

て
い
る
方
で
、
記
入
の
仕
方
や
不
明
な
点
が

あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
・
場
所

９
月
３
日（
水)

　
市
境
川
支
所

９
月
17
日（
水)

　
市
役
所
本
庁
３
階

10
月
１
日（
水)

　
市
八
代
支
所

10
月
15
日（
水)

　
市
御
坂
支
所

■
時
間

　
午
前
９
時
〜
12
時
　
午
後
１
時
〜
４
時

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
ら
、
内

容
を
確
認
し
て
必
ず
回
答
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２)

４
１
１
１

お気軽にご相談ください
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「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
は
、
い
じ

め
や
体
罰
、
不
登
校
や
親
に
よ
る
虐
待
と
い

っ
た
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
関
す

る
相
談
電
話
で
す
。

　
児
童
や
生
徒
、
保
護
者
か
ら
の
ご
相
談
に

つ
い
て
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
法
務
局

職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
受
付
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

■
受
付
時
間

　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
期
間
中
は
、
受
付
時
間
の
延
長
、
土
・
日

の
受
付
も
行
い
ま
す
。

○
９
月
８
日（
月
）〜
12
日（
金
）�

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

○
９
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）

�

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
実
施
機
関

甲
府
地
方
法
務
局
・
山
梨
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

　
皆
さ
ん
に
調
停
制
度
を
よ
り
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
内
の
も
め
事
な
ど
、

身
近
な
法
律
問
題
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、

弁
護
士
を
含
む
民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
４
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム

　（
甲
府
市
丸
の
内
　
岡
島
百
貨
店
８
階
）

■
相
談
内
容

○
交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係

○
土
地
・
建
物
の
問
題

○
賃
金
・
売
買
代
金
・
手
形
関
係

○
サ
ラ
金
返
済
の
問
題

○
相
続
の
問
題

○
夫
婦
・
家
庭
内
の
紛
争
な
ど

■
問
合
せ
先

甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
　
庶
務
係

　
☎
０
５
５（
２
３
５
）１
１
３
１

（
内
線
２
５
２
１
）

　
山
梨
労
働
局
で
は
、
労
働
関
係
に
つ
い
て

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
（
個

別
労
働
紛
争
）
解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

○
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
相
談
、
情

報
提
供

○
紛
争
調
整
委
員
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
な
ど

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　
☎
０
５
５（
２
２
５
）２
８
５
１

・
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
５
５（
２
２
４
）５
６
１
１

　（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で
は
、

土
地
・
建
物
等
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
土
地
・
建
物
全
般
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
さ

さ
い
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業

協
力
会
会
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時

○
９
月
17
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
市
役
所
南
館
　
３
階
第
１
会
議
室

○
10
月
15
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
市
役
所
八
代
支
所
　
１
階
会
議
室

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　（
社)

山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）７
８
０
８

　（
担
当
　
小
澤
）

　
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の

基
本
と
し
て
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
期
間
中
は
、
市
内
交
通
関
係
団
体
に
よ

る
朝
の
登
校
指
導
や
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
及
び
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
６
月
に
は
、
道
路
交
通
法
が
改
正

に
な
り
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
の
方
も

ル
ー
ル
を
守
り
、
心
に
ゆ
と
り
と
思
い
や

り
を
持
っ
て
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　10月1日、全国で5年に一度の住宅・土地統計調査が行われます。
豊かな住生活を実現するための大切な調査です。
　9月下旬から知事が任命した調査員が調査の対象となったお宅
にうかがいますので、ご協力をお願いします。

■問合せ先
　・経営政策部　経営企画課　経営政策担当　☎055（262）4111
　・山梨県　企画部　統計調査課　☎055（223）1345

　
笛
吹
市
の
成
人
式
は
、
毎
年
、
成
人
の
日

の
前
日
で
す
。

　
平
成
21
年
の
成
人
式
は
、
１
月
11
日（
日
）

に
開
催
し
ま
す
。

■
場
所

○
石
和
会
場

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

○
御
坂
会
場

　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
一
宮
会
場

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

○
八
代
会
場

　
八
代
総
合
会
館

○
境
川
会
場

　
境
川
総
合
会
館

○
春
日
居
会
場

　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

○
芦
川
会
場

　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

※
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
笛
吹
市
成
人

式
に
参
加
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

　
秋
の
到
来
と
と

も
に
キ
ノ
コ
狩
り

の
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
キ
ノ

コ
に
つ
い
て
正
し

い
知
識
が
な
か
っ

た
た
め
に
、
昨
年

度
峡
東
保
健
所
管
内
で
は
、
も
ら
っ
た
キ

ノ
コ
を
食
べ
た
こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
３

件
発
生
し
ま
し
た
。

　
毒
キ
ノ
コ
に
は
軽
い
胃
腸
障
害
で
済
む
も

の
か
ら
、
時
に
は
死
に
至
る
猛
毒
の
も
の
ま

で
あ
り
、
代
表
的
な
毒
キ
ノ
コ
に
は
「
ク
サ

ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
」、「
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
」、「
カ
キ

シ
メ
ジ
」、「
ド
ク
ヤ
マ
ド
リ
」
が
あ
り
ま
す
。

　
キ
ノ
コ
を
見
分
け
る
に
は
十
分
な
知
識
と

経
験
が
必
要
で
す
。

○
知
ら
な
い
キ
ノ
コ
は
採
ら
な
い
、
食
べ

な
い
。

○
採
っ
た
キ
ノ
コ
を
安
易
に
人
に
あ
げ
な
い
。

○
迷
信
を
信
じ
な
い
。

○
素
人
（
し
ろ
う
と
）
判
断
は
絶
対
に
し

な
い
。

　
こ
れ
ら
を
心
掛
け
て
、
楽
し
い
キ
ノ
コ
狩

り
と
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
県
峡
東
保
健
所
　
衛
生
課

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
５
１

　
森
林
や
樹
木（
緑
）は
、
水
源
の
か
ん
養
、

環
境
の
保
全
な
ど
、
人
間
が
健
康
で
文
化
的

な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
上
で
、
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た

生
活
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
「
緑
の
募
金
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
地
区
・
期
間

　
石
和
・
御
坂

９
月
１
日（
月
）〜
10
月
31
日（
金
）

（
一
宮
・
八
代
・
境
川
・
春
日
居
・
芦
川

の
募
金
は
春
に
実
施
さ
れ
ま
す
）

■
募
金
方
法

各
区
長
の
ご
協
力
で
、
各
戸
か
ら
募
金

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
は
、
農
林
振
興
課
に
も

募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。

■
募
金
の
使
途

・
緑
化
の
推
進
（
公
園
や
街
路
な
ど
の
緑
化
、

緑
の
少
年
隊
育
成
、
緑
化
啓
発
な
ど
）

・
森
林
の
整
備
（
地
域
で
の
水
源
林
や
学
校

林
等
の
整
備
な
ど
）

・
国
際
協
力
（
緑
の
少
年
隊
の
海
外
研
修
、

民
間
団
体
の
海
外
で
の
植
樹
な
ど
）

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
緑
化
推
進
会
議

（
市
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
内
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１
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最
近
、
通
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
車
道
や

歩
道
が
目
立
ち
ま
す
。

　
次
の
行
為
は
、
通
行
人
に
危
険
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
行
わ
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
許
可
を
得
ず
に
立
看
板
・
旗
ざ
お
な
ど
を

道
路
上
に
置
く
、
そ
れ
ら
が
道
路
上
に

は
み
出
し
て
い
る
。

○
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
標
識
柱
・
街
路
灯
な
ど

の
道
路
付
属
施
設
に
貼
り
紙
を
す
る
。

　
ま
た
、
ひ
も
や
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
き
付
け

る
。

○
庭
木
や
果
樹
の
枝
が
道
路
上
に
は
み
出
し

て
い
る
。

○
空
き
缶
、
吸
い
が
ら
な
ど
ゴ
ミ
を
捨
て
る
。

　
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
、
身

近
な
道
路
を
す
べ
て
の
人
が
快
適
に
通
行
で

き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

建
設
部
　
土
木
課
　
建
設
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
３

■手帳の規格など
　○サイズ　８２㎜×１４５㎜
　○表　紙　ワイン色のレザー調
　○内　容　・日記　　・郷土編「郷土自慢」など　　・統計編「山梨県主要指標」など
　　　　　　・名簿編「各種議員等名簿」　　・生活編「暮らしの相談窓口」など
■販売価格など
　○価　格　５００円
　○別　売　住所録（県民手帳差し込み用）８０円
　○名入れ　２０冊から実費で受け付けます。（お問い合わせください）

■申込方法
市戸籍住民課窓口または各支所地域課に備え付けの「注文書」でお申し込みください。
または、下の注文書（コピー可）にご記入のうえ、持参・郵送・ファックスでお申し込みください。

■申込締切　９月２５日(木)

■配布予定　１１月中旬(代金引き換え)
　　
■申込・問合せ先
　　　　　〒４０６－８５１０　笛吹市石和町市部７７７
　　　　　笛吹市役所　経営政策部　経営企画課　経営政策担当
　　　　　☎０５５(２６２)４１１１　　�℻０５５(２６２)４１１５

快適に利用できる道路環境を

　
総
合
防
災
訓
練
実
施
に
と
も
な
い
、
次
の

と
お
り
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
通
行
止
め
期
間

　
９
月
11
日（
木
）午
前
10
時
〜
11
時

■
問
合
せ
先

　
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
３
９
）２
３
３
０

刺
繍（
し
し
ゅ
う
）を

　
　
成
瀬
健
生
様（
東
京
都
国
分
寺
市
）

拡
大
読
書
器
、
再
生
録
音
機
を

　
　
日
本
テ
レ
ビ
「
24
時
間
テ
レ
ビ
」

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
様

（
東
京
都
港
区
）

一
般
寄
付
と
し
て

　
　
笛
吹
市
京
浜
一
宮
会

　
　
会
長
　
高
野
義
雄
様

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
を

　
　
Ｊ
Ｒ
Ａ
ウ
イ
ン
ズ
石
和

　
　
所
長
　
加
藤
広
幸
様（
石
和
町
）

屋
外
用
電
波
掛
時
計
を

　
　
す
ず
き
時
計
眼
鏡
店

　
　
鈴
木
友
治
様（
石
和
町
）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

災害用・消防用無線機購入� 笛吹市役所� 1,330,500� 1,119,300� （株）山通� 平成20年6月19日

配水管布設及び水管橋実施設計業務委託（境川）� 境川町� 3,000,000� 2,000,000� （株）エスティ設計� 〃

市道石和8号線構造物詳細及び歩道橋予備設計業務委託�石和町東油川� 10,000,000� 7,800,000� （株）富士エンジニアリング� 〃

下水道管渠実施設計委託第2工区（一宮）� 一宮町塩田� 18,200,000� 13,000,000� （株）理工エンジニアリング� 〃

笛吹市内幹線市道清掃業務委託� 笛吹市内� 1,600,000� 1,496,000� 日本道路整美（株）� 〃

東高橋地区ごみ集積場造成工事� 石和町東高橋� 2,160,000� 2,050,000� （有）荻野土建� 〃

市道石和19号線改良工事� 石和町窪中島� 4,880,000� 4,602,000� （有）天野組� 〃

市道石和102号線側溝改修工事� 石和町八田� 5,000,000� 4,800,000� （株）小越建設� 〃

用水路測量設計調査委託� 境川町藤垈・中寺尾� 5,500,000� 3,960,000� 森田測量（株）� 平成20年6月26日

市道御坂950号線測量設計委託� 御坂町成田� 7,000,000� 6,200,000� （株）カワイ� 〃

中央監視設備工事（一宮）�� 13,000,000� 11,000,000� 中楯電気（株）� 〃

御坂町下黒駒地内送・配水管布設工事� 御坂町下黒駒� 17,000,000� 16,300,000� （有）ツチヤ設備� 〃

市道御坂3号線側溝改修工事� 御坂町金川原� 2,180,000� 2,080,000� （株）日工建設� 〃

農道農業用排水路緊急補修事業� 春日居町・一宮町� 5,500,000� 5,200,000� （有）桃李� 〃

下水道管渠布設工事第1工区(春日居)� 春日居町鎮目� 23,000,000� 18,400,000� 矢崎興業（株）� 〃

浅川中学校技術科棟耐震補強・改修工事� 八代町岡� 8,500,000� 7,640,000� 風間興業（株）� 平成20年7月3日

浅川中学校電話機購入� 八代町岡� 880,000� 690,000� ㈱ＮＴＴ東日本－山梨� 平成20年7月10日

芦川町中芦川第２地区地籍測量業務� 芦川町中芦川� 10,050,000� 9,550,000� （株）甲斐コンサルタント� 〃

下黒駒地内配水管布設工事� 御坂町下黒駒� 10,050,000� 3,700,000� （有）石倉興業� 〃

蕎麦塚・栗合地内県道配水管布設工事� 御坂町蕎麦塚・栗合� 5,400,000� 5,180,000� （有）桃李� 〃

御坂町下野原・尾山地内石綿管布設替工事（２工区）� �御坂町下野原・尾山� 11,860,000� 10,600,000� 落合設備� 〃

緊急舗装修繕業務委託の4�� 7,600,000� 7,350,000�� 〃

緊急舗装修繕業務委託の3� 石和町・春日居町・一宮町� 8,680,000� 8,400,000� （株）日昇建設� 〃

緊急維持修繕業務委託の3� 石和町� 9,540,000� 9,060,000� （株）窪川組� 〃

緊急維持修繕業務委託の4� 春日居町・一宮町� 10,000,000� 9,550,000� 武藤工業（株）� 〃

緊急維持修繕業務委託の5�� 19,800,000� 18,780,000� （株）中村工務店� 〃

下水道管渠布設工事第２工区（石和）� 石和町下平井� 45,000,000� 42,500,000� （株）栗田工業� 平成20年7月17日※

下水道関連配水管布設工事（石和３工区）� 石和町下平井� 17,000,000� 16,450,000� （有）タナカ設備� 　���　　〃　　　※

市道石和11号線側溝改修工事� 石和町上平井� 3,570,000� 3,400,000� （株）古屋工業� 〃

市道境川142号線側溝改修工事� 境川町小山� 4,500,000� 4,270,000� （有）雨宮組� 〃

一宮支所・市之蔵配水場・
石配水場内

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション
　　山梨統括事業所

御坂町・八代町・
境川町・芦川町

御坂町・八代町・
境川町・芦川町
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■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　
動
物
愛
護
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
犬
の
し
つ
け
方

教
室
、
動
物
相
談
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
23
日（
火
）　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
場
所
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
問
合
せ
先
　
県
福
祉
保
健
部
　
衛
生
薬
務
課

　
☎
０
５
５（
２
２
３
）１
４
８
９

　
専
門
の
講
師
を
お
招
き
し
、
愛
犬
の

本
能
や
習
性
を
踏
ま
え
、
飼
い
方
や
し

つ
け
方
に
つ
い
て
実
演
を
交
え
た
講
習

を
行
い
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
12
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜�

受
付
　
２
時�

開
講

■
場
所
　
甲
州
市
市
民
会
館

■
参
加
費
　
無
料

　
※
犬
と
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
市
民
環
境
部
　
ご
み
減
量
課

　
環
境
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
０
４
４

・
県
峡
東
保
健
所

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
５
１

　
市
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
の
５
年
間
に
可
燃
ご
み
を
53
％
減

ら
す
こ
と
を
目
標
に
、
「
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
53
減
量
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
可
燃
ご
み
の
中
に
は
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
や
そ
の
他
プ
ラ
の
混

入
が
ま
だ
ま
だ
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
な
ど
で
可
燃
ご
み
の
分
別
説
明
会
を
開
催
し
、
ご
み
減
量
の
意
識
の
向

上
を
図
り
ま
せ
ん
か
。
少
人
数
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
や
、
人
家
へ
の
侵
入
な
ど
生
活
に
不

安
を
も
た
ら
す
事
態
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ラ
イ
グ
マ
を
目
撃
し
た
方
は

ご
み
減
量
課
環
境
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　梅雨の明けた7月19日、親子で平和について考えてみようと、一宮・春日居地区小学生親子31

人が長野県長野市松代町にある戦争遺跡の地下壕（ちかごう）の見学をしました。この地下壕は

長さ10キロもあり、太平洋戦争の終わり頃、皇居や軍、政府の本部を東京から移す目的で造られ

たものでした。多数の労働者が動員され、多くの犠牲者を出しながら造られた国内の戦争遺跡の

中でも超一級の遺跡です。

　参加者からは、「子どもに戦争のおろかさを知ってほしかった」「実際に自分の目で見て、何か

を思い感じるという体験は大切なので、親子で参加できて良かった」「戦争を知らない世代だから

こそ、親子で戦争について学ぶ機会は大切だと思う」などの感想が寄せられました。

　子どもたちは、ボランティアの方の説明に真剣に耳

を傾けていましたが、すべてを理解することは難しか

ったかもしれません。しかし、地下壕に飾られている

たくさんの千羽鶴に込められた、多くの人たちの平和

への願いは、心に届いたのではないでしょうか。

　生涯学習課では、これからも過去を見据え、平和な

今をどのように未来につなげていくかを、市民の皆さ

んや子どもたちと共に考えていきたいと思います。

■問合せ先　市教育委員会　生涯学習課

　　　　　　生涯学習コーディネーター

　　　　　　☎０５５(２６１)３３３９

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
で
は
、
開
館
20
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
年
１
月
か
ら

３
月
ま
で
の
間
、
博
物
館
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
募
集
し
、
16
人
43
作
品
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
県
内
の

方
に
限
ら
ず
、
滋
賀
県
・
兵
庫
県
・
大
阪

府
・
愛
知
県
・
東
京
都
の
方
か
ら
の
応
募

も
あ
り
ま
し
た
。

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
組
合
教
育
委
員
会

に
お
い
て
選
考
を
行
い
、
最
優
秀
賞
１
点
、

優
秀
賞
３
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
最
優
秀

作
品
は
、
20
周
年
記
念
事
業
の
中
で
使
用

し
ま
す
。

　
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

「
縄
文
の
美
、
縄
文
の
力
　
―�

釈
迦
堂
遺

跡
博
物
館
」
丸
山
　
淳
子
さ
ん（
山
梨
県
）

優
秀
賞

「
縄
文
の
風
が
吹
く
　
土
偶
の
ふ
る
さ
と

釈
迦
堂
」
海
老
原
　
美
樹
さ
ん（
東
京
都
）

「
縄
文
を
現
代
に
伝
え
る
釈
迦
堂
遺
跡
」

　
古
家
　
福
治
さ
ん（
山
梨
県
）

「
は
る
か
な
る
縄
文
の
里
　
釈
迦
堂
遺
跡

博
物
館
」
　
椚
　
美
代
子
さ
ん（
山
梨
県
）

　
楽
器
が
奏
で
る
優
し
い
音
色
や
楽
し
い

響
き
に
い
や
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
山
梨

市
吹
奏
楽
団
員
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

「
ラ
・
バ
ン
ダ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
21
日
（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

■
定
員
　
50
人

※
電
話
で
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
曲
目
　
千
の
風
に
な
っ
て
、
ジ
ュ
ピ
タ

ー
、
日
本
の
童
謡
メ
ド
レ
ー
な
ど

※
ご
来
館
の
際
、
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト

（
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
利
用
券
）
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
と
そ

の
同
伴
の
方
は
、
キ
ッ
ズ
・
パ
ス

ポ
ー
ト
提
示
で
入
館
無
料
に
な
り

ま
す
。

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３
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できあがった七夕飾りの下で

優勝盾の箱には渡辺竜王直筆の「大望」の文字が

　
７
月
９
日
、
小
・
中
学
校
将
棋
団
体
戦
山
梨
県
大
会
で
優

勝
し
た
御
坂
中
学
校
の
生
徒
３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
県
大

会
で
の
優
勝
と
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
荻
野
市
長
に
報
告
し

ま
し
た
。

　
御
坂
中
で
は
、
将
棋
愛
好
者
で
あ
る
生
徒
10
人
が
、
普
段

か
ら
先
生
や
保
護
者
、
地
域
の
人
を
相
手
に
腕
を
磨
い
て
い

ま
す
。
今
回
、
そ
の
中
か
ら
３
年
生
の
小
林
隼
也
さ
ん
、
池

田
周
平
さ
ん
、
横
山
勝
吾
さ
ん
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
県
大
会

に
出
場
し
、
参
加
し
た
11
組
33
人
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　
３
人
は
、
「
一
戦
一
戦
を
大
切
に
し
た
い
」
、
「
持
て
る
力

を
発
揮
し
た
い
」
、
「
多
く
の
人
と
対
戦
を
し
た
い
」
と
全
国

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
、
荻
野
市
長
か
ら
「
悔
い
の
な

い
戦
い
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
７
月
４
日
、
石
和
第
五
保
育
所
の
園
児
約
30
人
が
石
和
温

泉
駅
を
訪
れ
、
七
夕
の
飾
り
つ
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
５
年
ほ
ど
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
お
り
、
当
時

の
駅
長
か
ら
、
ぜ
ひ
園
児
た
ち
に
七
夕
飾
り
を
飾
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
同
保
育
所
に
声
が
か
か
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
園
児
た
ち
は
６
月
初
め
頃
か
ら
た
ん

ざ
く
や
飾
り
を
準
備
。
当
日
は
、
駅
職
員
な
ど
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
七
夕
飾
り
を
飾
り
ま
し

た
。

　
駅
の
利
用
者
は
、
園
児
た
ち
が
飾
っ
た
七
夕
飾
り
を
見
て
、

「
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
ん
で
す
か
。
か
わ
い
い
飾
り
で
す

ね
」
と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

鶴の折り紙に挑戦

JAふえふき關本組合長から山田教育長に教材を贈呈

加藤所長（左）から目録を受ける中込次長

　
７
月
24
日
、
J
R
A
ウ
イ
ン
ズ
石
和
か
ら
市
消
防
本
部
に
、

消
防
業
務
の
充
実
強
化
の
た
め
視
聴
覚
機
器
一
式
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
消
防
本
部
を
訪
れ
た
ウ
イ
ン
ズ
石
和
の
加
藤
広

幸
所
長
か
ら
消
防
本
部
中
込
次
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
視
聴
覚
機
器
は
、
消
防
業
務
に
お
け
る
火
災

原
因
調
査
や
訓
練
記
録
の
た
め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
７
日
、
J
A
ふ
え
ふ
き
の
代
表
者
が
市
役
所
を
訪
れ
、

補
助
教
材
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
を
山
田
教
育

長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
J
A
バ
ン
ク
（
J
A
、
信
用
農
業
協
同
組
合
連

合
会
、
農
林
中
央
金
庫
）
が
創
設
し
た
「
J
A
バ
ン
ク
食
農

教
育
応
援
事
業
」
に
お
い
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

農
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
広
げ
て
も
ら
う
た
め
、
「
農
業
と

食
」
、
「
農
業
と
環
境
」
、
「
農
業
と
経
済
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に

補
助
教
材
を
作
成
し
、
全
国
の
小
学
校
に
贈
呈
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
笛
吹
市
内
で
は
小
学
５
年
生
に
こ
の
教
材
が
配
布
さ
れ
、

授
業
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

講演に聞き入る参加者

　
７
月
25
日
、
市
内
ホ
テ

ル
会
議
室
に
お
い
て
笛
吹

ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
発
会
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同

ク
ラ
ブ
の
会
員
32
人
は
、

こ
れ
か
ら
市
の
花
で
あ
る

バ
ラ
に
よ
る
景
観
づ
く
り

を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
式
で
は
、
須
田
和
美
会

長
が
会
の
方
針
や
講
習
会
、

バ
ラ
庭
園
の
見
学
会
な
ど

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ロ
ー
ズ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
後
藤
み
ど
り
氏
に
よ
る

「
バ
ラ
を
楽
し
む
庭
づ
く
り
」
と
題
し
た
記
念
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
参
加
者
は
夢
中
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
講
演

が
終
わ
る
と
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
に
は
茶
話
会
が
催
さ
れ
、
参
加
者
は
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
８
月
２
日
に
は
、

石
和
温
泉
駅
前
広
場

で
バ
ラ
の
花
ガ
ラ
摘

み
の
講
習
会
が
開
催

さ
れ
、
参
加
し
た
会

員
は
「
バ
ラ
を
ご
覧

に
な
る
市
民
や
観
光

客
の
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
と

て
も
嬉
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

バラづくりを学ぶメンバー

　
７
月
14
・

15
日
、
中
国

の
小
中
学
生

教
育
旅
行
団

が
市
内
の
小

中
学
校
を
訪

れ
、
児
童
や

生
徒
た
ち
と

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
中
国
四
川

師
範
大
学
附

属
実
験
学
校

中
学
部
の
生

徒
は
御
坂
中

学
校
を
訪
問
。

中
国
大
連
市

西
崗
区
五
四

路
小
学
校
の
児
童
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
石

和
南
小
、
石
和
北
小
、
富
士
見
小
、
石
和
西
小
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
富
士
見
小
で
は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
、
五
四
路
小

児
童
が
、
「
今
後
も
友
好
の
絆
（
き
ず
な
）
が
深
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
大
連
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
見
小
児
童
は
校
歌
を
、
五
四
路
小
児
童
は
音

楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
両
校
の
児
童
は
折
り
紙
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
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入場する園児と選手たち

種　　目 学校名・氏名

ソフトテニス男子（団体）
石和中

一宮中

野沢知生・石川大輔（石和中）

ソフトテニス男子（個人） 古屋貴士・成島勇樹（石和中）

杉田裕司・若杉大気（石和中）

ソフトテニス女子（団体） 石和中

ソフトテニス女子（個人） 中村　希・萩原百恵（石和中）

サッカー 一宮中

バスケットボール男子 浅川中

ソフトボール 石和中

卓球男子（個人） 雨宮太希（春日居中）

弓道男子（団体） 石和中

弓道女子（団体）
石和中

御坂中

新体操（団体） 浅川中

新体操（個人） 代永萌加（石和中）

相撲（団体） 一宮中

相撲（個人） 小林大貴（一宮中）

柔道男子　73kg級 三科和優（春日居中）

水泳競技�女子自由形400m・200m 遠藤友香理（一宮中）

水泳競技�女子平泳ぎ100m・200m 椚　茜（一宮中）

水泳競技�男子背泳ぎ100m・200m 金山孝史（春日居中）

水泳競技�男子バタフライ100m・200m 三沢椋一（春日居中）

陸上競技　共通男子100m
小川流星（石和中）

志村俊幸（御坂中）

陸上競技　共通男子200m 中川裕貴（石和中）

陸上競技　共通男子砲丸投 戸沢竜也（御坂中）

陸上競技�共通女子100mハードル 塚越　彩（御坂中）

相撲（個人） 小林大貴（一宮中）

陸上競技

共通男子4×100mリレー

小川流星・中川裕貴

峯田幸一・雨宮大昴

フランク　ロドリゴ

深澤拓夢（石和中）

陸上競技�共通女子100mハードル 塚越　彩（御坂中）

全
国
大
会
出
場

関
東
大
会
出
場

荻野市長と握手を交わす代表選手たち

　
８
月
１
日
、
市
役
所
に
お
い
て
、
春
の
選
手
権
大
会
や
夏
の
中
学
総
体
で

上
位
の
成
績
を
収
め
、
各
種
目
の
県
代
表
と
し
て
関
東
・
全
国
大
会
に
出
場

す
る
市
内
中
学
生
選
手
の
激
励
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
出
場
選
手
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
各
種
目
の
代
表
者
が
、
「
県
代

表
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
い
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

と
、
大
会
出
場
に
向
け
て
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
荻
野
市
長
は
、
「
県
の
代
表
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、
市
の
代
表
で
あ
り
、
郷

土
の
代
表
で
も
あ
り
ま
す
。
大
会
で
は
悔
い
の
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
人
ひ
と
り
の
選
手
に
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
必
勝
タ

オ
ル
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
出
場
校
、
出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

果物かごにはたくさんの笛吹市産の桃が

　
７
月
28
・
29
日
、
埼
玉
県
に
あ
る
西
武
ド
ー
ム
に
お
い
て
、

笛
吹
市
の
果
樹
消
費
拡
大
宣
伝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
宣
伝
事
業
は
、
笛
吹
市
の
高
品
質
な
果
樹
を
よ
り
多

く
の
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
試
合
が
行
わ
れ
る
西
武
ド
ー
ム
で
、
桃
と
ブ
ド
ウ
を
無

料
配
布
し
て
P
R
す
る
も
の
で
す
。

　
試
合
前
に
会
場
で
開
か
れ
た
式
典
で
は
、
望
月
副
市
長
ら

が
同
チ
ー
ム
と
対
戦
チ
ー
ム
両
方
の
代
表
者
に
果
物
か
ご
と

花
束
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
抽
選
で
１
日
３
０
０
人
の
入
場
者
に
笛
吹
市
産
の

桃
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
当
選
し
た
人
は
、
う
れ
し
そ
う
に
桃
を

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
石
和
温
泉
の
ペ
ア
宿
泊
券
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

おばあちゃんと昔の手遊びを楽しむ園児

　
８
月
３
日
、
小
瀬
陸
上
競
技
場
で
Ｊ
リ
ー
グ
２
部
の
ヴ
ァ

ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
対
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
戦
が
、
「
笛
吹
市
サ
ン

ク
ス
デ
ー
」
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
は
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
、
年
１
回
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
を
開
催
し

て
試
合
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
市
の
P
R
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
当
日
は
、
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
サ
ポ
ー
タ
ー
先
着
１
０
０
人

に
特
産
の
桃
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
受
け
取
っ
た
人
た
ち
は

「
桃
が
も
ら
え
る
な
ん
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
試
合
開
始
前
の
選
手
入
場
で
は
、
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
を
務
め

る
浅
川
中
の
生
徒
や
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
フ
ラ
ッ
グ
を
持
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
エ
ル
フ
シ
ュ
リ
ッ
ト
一
宮
所
属
の
子
ど
も

た
ち
が
先
導
。
そ
し
て
、
境
川
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
、
エ

ス
コ
ー
ト
キ

ッ
ズ
と
し
て

両
チ
ー
ム
の

選
手
と
手
を

つ
な
い
で
入

場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
試

合
の
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
に
は
、

花
火
の
打
ち

上
げ
や
ブ
ド

ウ
が
当
た
る

抽
選
会
な
ど

が
行
わ
れ
、

会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

清流の冷たさが心地いい

今夜のおかずブロッコリーを収穫

　
７
月
12
・
13
日
、
応
募

が
あ
っ
た
首
都
圏
と
市
内

の
小
学
生
28
人
が
参
加
し

て
、
芦
川
町
内
で
都
市
農

村
交
流
推
進
事
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
交
流
を
通
じ

て
農
業
や
農
村
環
境
へ
の

理
解
や
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
12
日
、
芦
川
町
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ず
そ
ば
打

ち
を
体
験
。
熟
練
し
た
地
域
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
そ
ば
を
打
ち
、
ゆ
で
上
が
っ
た
自
作
の

そ
ば
を
お
い
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
農
業
を
体
験
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
わ
ら
び

を
収
穫
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
気
温
30
度
を
超
え
る
暑
さ
で

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
さ
わ
や
か
な
空
気
や
地
域
内
を
流

れ
る
川
の
冷
た
く
澄
ん
だ
水
に
触
れ
、
気
持
ち
良
さ
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
一
行
は
、
芦

川
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
に

宿
泊
し
、
笛
吹
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
の
主
催
に

よ
る
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
新
道
峠
ま

で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
最

後
に
石
和
温
泉
に
入
浴

し
て
帰
路
に
着
き
ま
し

た
。

　
７
月
10
日
、
市
立
石
和
第
二
保
育
所
で
、
地
域
の
お
年
寄

り
と
園
児
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
同
保
育
所
を
訪
れ
た
の
は
、
石
和
町
四
日
市
場

老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
14
人
で
、
最
初
に
年
長
児
41
人
が

日
頃
練
習
し
て
い
る
踊
り
を
見
学
し
た
後
、
昔
の
遊
び
の
指

導
や
園
児
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
昔
の
遊
び
で
は
、
お
年
寄
り
が
お
手
玉
を
披
露
す
る
と
、

そ
の
見
事
な
手
さ
ば
き
に
園
児
た
ち
は
び
っ
く
り
。
お
年
寄

り
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
一
生
懸
命
お
手
玉
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゲ
ー
ム
で
は
歌
に
合
わ
せ
た
昔
の
手
遊
び
や
「
ボ

ー
ル
送
り
」
を
行
い
、
日
頃
の
保
育
で
は
体
験
で
き
な
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
交
流
会
に
園
児
た
ち
は

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。



○
石
和
図
書
館

１
日(

月)

・
８
日(

月)

・
16
日(

火)

・

22
日(

月)�

・
29
日(

月)�
�

○
御
坂
図
書
館

３
日(

水)

・
10
日(

水)

・
17
日(

水)

・

24
日(

水)

・
30
日(

火)

○
一
宮
図
書
館

１
日(

月)

・
８
日(

月)

・
15
日(

月)

・

22
日(

月)

・
23
日(

火)

・
29
日(

月)

・

30
日(

火)

○
八
代
図
書
館

１
日(

月)

・
８
日(

月)

・
15
日(

月)

・

22
日(

月)

・
23
日(

火)

・
29
日(

月)�

・

30
日(

火)�

○
境
川
図
書
室

７
日(

日)

・
14
日(

日)�

・
15
日(

月)

・

21
日(

日)

・
23
日(

火)

・
28
日(

日)

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

１
日
（
月
）・
８
日(

月)

・
16
日(

火)

・

22
日(

月)

・
24
日(

水)

・
29
日(

月)�

・

30
日(

火)

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
９
月
11
日(

木)�

・
25
日(

木
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
９
月
４
日(

木)�

・
18
日(

木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

９
月
６
日(

土
）・
13
日(

土
）・
20
日(

土
）・

27
日(

土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

　●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
９
月
９
日(

火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
楽
蔵(

お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
９
月
６
日(

土)

午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
９
月
19
日(

金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
９
月
３
日(

水)

【
あ
ん
よ
】午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　(

１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児)

【
だ
っ
こ
】午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　（
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
９
月
13
日(
土)

午
後
２
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
９
月
21
日(

日)

　
午
後
２
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル�
〜
お
は
な
し
会
〜

９
月
７
日(

日)

・
14
日(

日)
・
28
日(

日)

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ�

〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

　
９
月
12
日(

金)

・
26
日(

金)

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
９
月
13
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

９
月
３
日(

水)

・
10
日(

水)

・
17
日(

水)

・
24

日(

水)

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

９
月
６
日(

土)

午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、随
時
お
は
な
し
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
）

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
９
月
13
日(

土)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
お
は
な
し
の
へ
や�

も
も(

乳
幼
児
向
け)

９
月
９
日(

火)

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
９
月
13
日(

土)

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
９
月
20
日(

土)

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や�

さ
く
ら
ん
ぼ�

　
９
月
27
日(

土)

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ
り
・

老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院

な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ

れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に
な

り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館(

担
当�

石
倉)

☎
０
５
５(

２
６
２)

５
９
５
９

　毎年８月に放送の番組「24時間テレビ」での全

国からの善意の募金を基に、視覚障害者支援の一

環として、今回新たに公立図書館に障害者サービ

ス用機器類の贈呈事業が加わりました。

　その実施に伴い、「24時間テレビチャリティー

委員会」から石和図書館に拡大読書器と再生録音

機が寄贈されました。

　この拡大読書器は、小さい字の本もテレビ画面

に大きく映し出して読むことができるもので、視

覚障害者や弱視者だけでなく、高齢者にも役立て

ていただける機器です。

　館内に利用コーナーを設けましたので、図書館

職員に声をかけていただければ、使い方を説明さ

せていただきます。お気軽にご利用ください。

　また、拡大読書器は一宮図書館にも設置されています。

寄贈された拡大読書器

図書館が休館の時でも、本はブックポストに返却できますが、視聴覚資料（CD・ビデオなど）は、

故障・破損の原因となるため、ブックポストへの返却はできません。

そのかわり、各図書館に併設されている事務室に、返却したい視聴覚資料を預けていただけます。

（事務室が開館中の場合）

小さいお子さんのオムツ換えのベッドや授乳用の

スペースを全館に用意して、子育て支援を行っています。

気軽に声をかけていただければ、職員がご案内します。

小さいお子さん連れの方も安心して

お出かけください。
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■日　程　11月22日（土）～24日（月）

■場　所　スコレーセンター

■出演者　全国から集まった音楽愛好家により編成された笛吹音楽祭管弦楽団

■曲　目　ベートーヴェン：交響曲第3番「英雄」　ハイドン：チェロ協奏曲第1番　ほか

■募集楽器　ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス、フルート、オーボエ、クラリネット、

　　　　　　ファゴット、ホルン、トランペット、打楽器、ティンパニー

■参加資格　国籍・年齢・経験など一切問いません。

■参� 加� 費　15,000円（宿泊費・写真代・懇親会費含む）　※個人譜は各自でご用意ください。

■申込締切　10月22日（水）

▼今月号の取材をする中で、「コミュニケーショ
ンに大切なのは伝えようという気持ち」とい
うことを子どもたちから教わりました。中国
から教育旅行で笛吹市を訪れた小中学生と市
内の小中学生が交流会を行いました。私が取
材に訪れた学校では、折り紙をすることにな
り、言語が違う子どもたちがどのようにコミュ
ニケーションをとるのか様子を見ていました。

しばらくすると、一人の児童が笑顔で中国の
児童に折り紙を差し出しました。すると、差
し出された子もニッコリ。一緒に遊び始めま
した。その子どもたちの姿に、「伝えようと
する気持ちがあれば、言葉が分からなくても
通じ合えるものなんだ」ということを教わり
ました。　　　　　　　　　　　　　　　�（H）

　スコレーセンターに全国から音楽愛好家が集い、3日間に渡り音楽祭を開催します。

最終日にはプロ・アマの演奏家が一緒になってオーケストラコンサートを行います。あなたもオーケス

トラのメンバーとしてコンサートに参加しませんか。

　指揮は、「自然リズム」の演奏を実践する藤原義章氏です。コンサートマスターは、独奏者として活躍し、

東京ユニバーサルフィルハーモニー管弦楽団のコンサートマスターでもある蜷川いづみ氏です。

　技術や年齢を超えた出会いや発見が、新しい可能性を引き出してくれることでしょう。皆さんの参加

をお待ちしています。

昨年の音楽祭より
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